
旭川市スタートアップ・エコシステム
構築プロジェクト事業について

令和７年５月１６日(金)

旭川市経済部産業振興課



旭川市における課題
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① 若年層の流出
地域に進学先や就職先が少ない

② 創業者が少ない
学生等を支援する体制が弱い

旭川大雪圏域の若者の夢の実現を応援
創業・企業を産学官で応援する強力な体制を構築

旭川市立大学新学部創設（R8)
アントレプレナーシップを発揮し，
スタートアップする人材を養成

若年層がこの圏域に新たな
可能性を見出し，新たな人
の流れを創出

地方の中核都市である本市が
地域の特性に合わせたスター
トアップ支援体制を構築し，
道内・道外他地域のロールモ
デルを創出

目

標

大学進学のタイミングで2000人以上流出してい
るが，大学卒業後のタイミングでも流出又は数百
人程度の流入となっており，出て行った若年層が
戻ってきていないことが分かる。

順位 市名 創業者数

1 倉敷市 427

2 豊橋市 362

3 松山市 306

4 奈良市 282

5 大津市 277

48 尼崎市 65

49 旭川市 61

50 越谷市 60

■創業者数

順位 市名 創業者数

1 松江市 11.995

2 鳥取市 11.528

3 八戸市 11.514

4 豊橋市 9.802

5 盛岡市 9.765

48 大分市 1.978

49 旭川市 1.891

50 越谷市 1.746

※中小企業庁「創業支援等事業計画に基づく創業支援事業による支援実績
＜令和４年度＞」

■人口１万人当たりの創業者数



旭川市スタートアップ・エコシステム構築プロジェクト
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これまでの取組

創業初期の支援

●スタートアップ支援補助金
創業３年以内の事業者の新商品開発・
販路開拓を支援

コミュニティ形成

●StartupWeekend
学生から社会人までを対象とした週末
三日間の起業体験とコミュニティ形成

令和７年度の取組

起業を検討する方の支援

●伴走支援事業
起業・創業サポート
（セミナー・BizCafe・創業相談）

●道北ビジネスプランコンテスト
２年以内に創業、新分野創出を計画
する事業者を支援

若年層における起業機運の醸成

●未来の起業家を育てる起業体験等プログラム
ビジネスによる社会課題の解決手法を学び、具体的なアクションに繋げる。
※地域の課題解決に向けた起業をリアルに考えられる若年層を増やす。
※高校生や大学生が起業を知ることで，将来の選択肢の幅と可能性を広げる。

●探求授業において活用するデザインツールの検討
高校の探求授業で活用できるデザインツールを検討し，デザイン思考による
課題発見・解決能力を高める。
※旭川市立大学、旭川市内の高校と連携

スタートアップの成長促進

●アクセラレータープログラム検討
創業初期の成長を加速化させるプログ

ラムを検討、旭川地域に合ったモデルを
模索

首都圏との連携

●旭川大雪圏東京事務所等との連携
外部の技術や知見とのアクセス機会の

創出・提供，投資の流入を促進するなど，
地元企業の活性化を図る。

地域内外のネットワーク構築

●市内関係機関によるネットワーク
会議の実施
旭川市立大学、旭川高専、商工会議所、

金融機関などの関係機関担当者による情
報交換会による連携体制構築

●道内外スタートアップ関係者との
ネットワーク構築
道内外の関連イベントに参加し、効果

的なイベント検証と繋がりを構築



旭川市スタートアップ・エコシステム
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教 育

起業を応援する
コミュニティ

起業検討期

起業初期

成長期

起業サポート
・伴走支援事業
（セミナー・BizCafe・創業相談）
・道北ビジネスプランコンテスト

事業者の成長支援
・アクセラレータープログラム

若年層のロールモデルに

起業機運の醸成
・デザインツール ・起業体験プログラム

旭川市立大学等と連携

・市内ネットワーク会議
・道内外スタートアップ関係

事業者の立ち上がり支援
・スタートアップ支援補助金
・道北ビジネスプランコンテスト

地域全体で
若年層の起業を

応援する仕組みを構築


